
セッションＩ
心拍出量に及ぼす数え落としの影響
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た。計数率では、ウインドウ幅20％の場合はほと

んど変わらなかったが、ウインドウを100％に広

げた場合、コンプトン散乱の量に応じて計数率が

高くなった(Ｆｉｇ２)。フレームモードにて、記録

したデータで正確に再現出来るか否かを調べた検

討では、１pixel当り256カウントを越えない限り、

ｌフレーム当りの時間，カウント数，ROlの面

績に関係なくほぼ正確に再現出来た(Fig.３)。臨

床的検討では、３０mCi使用の場合の心拍出量は、

３mCi使用の場合より約20％高く算出された(Ｆｉｇ４)。

次に、不感時間を考慮して、全視野のカウント数

より数え落としを補正した場合、３０mCi使用時

での心拍出量は、約20％近く減少し３mCi使用の

時の算出値とほぼ一致した値が得られた(Ｆｉｇ５)。

〔考察及び結論〕

シンチカメラのシンチレータやフォトマルによ

る数え落としは、シンチレータに入る散乱線も含

めた全ての放射線の量によって起こるものであり、

計測している放射線とは関係ない。そのため、同

じ放射能量であっても散乱の状態によって数え落

としが異なる場合もあるので、以前の計測データ

によって数え落としを正確に補正することは困難

である。しかし、今回の数え落としの検討では、

３０mCi使用の場合の心拍出量は、３mCi使用の

場合に比べ、約20％過大評価されたが、数え落と

しを補正した心拍出量は、数え落としの少ない低

放射能量使用による値にほぼ近い値が得られ、ほ

ぼ信頼出来るものと思われた。また、データの記録

再生時の数え落としは、256Count/lpixel以下で

はみられず、通常使用する０５sec/frameの範囲

では、256Count/lpixelを超えることはなかった。

以上のごとく、低放射能量使用によるＲｌアン

ギオでの心拍出量の測定は、煩雑な数え落としの

補正が不用で正確な心拍出量値が得られた。
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〔はじめに〕

心拍出量の算出は、核医学的にはRadiocardio

gramよりStewartHamiltonの式に順じて求める
のが一般的である。心拍出量は、心Ｒｌアンギオ

検査時にイメージと共に算出されることが多いた

め、放射能量として一般に３０mCi/ｍｌ前後の高濃

度Ｒｌが使用される。そのため、シンチカメラで

の収集時に数え落としが避けられず、理論的に過

大に算出され、何等かの数え落としの補正が必要

となる。しかし、実際の心拍出量の算出に際して

は、数え落としの補正は必要ではあるが、補正は

煩雑となるため全くなされていないか、あるいは、

あらかじめ不感時間を求めて自動的に補正されて

いることが多い。今回私達は、サール社製シンチ

ビューを用い、数え落としの程度を調べると共に、

通常使用する３０mCiと３mCiを用い`し､拍出量を

求め、その値を比較検討し、また、数え落としの

補正の効果についても検討したので報告する。

〔方法〕

基礎的な検討として、計数率と数え落としの関

係（＋コリメータ，９９mTcO4-：８－６４mCil40kev

±20％)、スペクトルの波形と計数率の関係（＋

コリメータ，９９mTcO4-：５mCi,後方散乱物質：

鉛・水)、記録したデータの再現性（フロッピー

ディスク，６４×６４，８bitbytemode,１／１０００－１０．０

sec/frame,計数率1,600-70,000cps）を調べた。

臨床的検討として、昨年10月に当院核医学にて、

Ｓ、コロイドキットによるｉｎｖｉｖｏ標識99mTcRBC

法にて心プールシンチを行なった、25-91才の男

女25名（平均68才）を対象として、心拍出量の検

討（99mTcOl-3mCL30mCi）を行なった。また、

幾つかの症例で数え落とし補正を行なって、得ら

れた心拍出量を検討した。

〔結果〕

放射能量と計数率の関係では、20,000CPSで

約10％、50000CPSで約40％、８０，０００CPSで約

７０％の数え落としが見られた(Figl)。また、後

方散乱物質とスペクトルの波形及び計数率の検討

では、スペクトル波形ではコンプトン散乱の量に

応じて低いエネルギー域での波形に変化がみられ
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